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1 年のまとめを丁寧にしよう！ 
  

 梅の花も満開になり、本格的な春が待たれます頃となりました。平素は、聖母の小さな学校に、一方

ならぬご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

 3 月に入り、生徒それぞれ、本人と家庭と学校とで、しっかりとまとめる時期になりました。本校に

は現在、中学生から高校生まで 7名の生徒が在籍しております。自己と向き合う力、家庭の中での支え

あう力、聖母に通う力、原籍校また社会と向き合う力、関わりの力、生活の自立の度合いなど、それぞ

れ異なります。「こうであって欲しい」「こうあるべきだ」という姿からではなく、子どもや家族の実際

の姿、現実の姿をしっかり見ることから始めてください。実際の姿、即ち、現実の姿は「良い」とか「悪

い」とかではなく、別の価値を持ちます。その価値ある姿をそのままに、まず、つかんでみてください。

できるだけ、丁寧に点検していきましょう。 

ありのままの姿を丁寧に点検していきますと、今、聖母でしていることの意味が、子どもにも分かる

ようになります。真面目に取り組む姿勢が、少しずつ出てきます。学校に行けなくなった自分が何を身

に着けるべきなのか、何を学ぶべきなのかがわかります。家族も、今、何をすべきか少しずつ気づいて

いくでしょう。 

子どもも自分を整えることにも気づくでしょう。ゲームの時間ばかり、アニメの時間ばかり、昼夜逆

転の生活、他と関わらない生活、家族の中で行動や気持ちの交わりのない状態など、ありのままを見て

気づかされることがあります。それを大切にしてください。そうすると、家族の中でも互いに声になら

ない小さな声を聴くことができます。「子どもはこんな風に思っているのかもわからない、もう一歩踏

み込んでみよう」と思えるかもしれません。子どもも、親に遠慮したりあきらめたりしているところが

あるかもしれません。互いに気づくと壁が一つ取り除けます。少しずつ率直さが増すでしょう。それは

家族としてとても良いことです。 

また、3 学期と１年の終わりという節目に、原籍校と話し合う時間を持ってください。聖母も原籍校

と連絡会を持ちます。また、良いまとめをするためにも、聖母との面接をお取りください。今月の保護

者会は、3 月 20 日（祝日）です。聖母に在籍していなくても参加できます。原籍校の先生も参加しま

す。どうぞ、不登校の保護者にお勧めください。 

 

 

 

 

 

 

＜今月の主な行事＞ 

2日（月）特別授業「体育」（青葉中学校） 17日（火）中国語 曲 先生 お別れ会 

3日（火）・10日（火）中国語教室        19日（木）華道教室 

6日（金）ギター教室                    20日（祝日）学年末保護者会 

9日（月）茶道教室            24日（火）令和元年度 修了式 

14日（土）令和元年度 進級式                  


